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１０年ひと昔という言葉はいまや通用しなくなっています。５年前のことが昔話となる時代です。こ

のような目まぐるしく変動する社会状況に対応すべく、教育の世界においても様々な改革が進められてい

ます。

(1) 教育委員会制度の改正

新「教育長」の設置。チェック機能の強化と会議の透明化。「総合教育会議」の設置。首長による教

育に関する「大綱」の策定。

(2) コミュニティ・スクールの拡大・充実

社会総掛かりでの教育の実現。地域とともにある学校づくりの一層の推進。学校を核とした地域づく

りの推進。

(3) 小中一貫教育の推進

義務教育学校の学校教育法への位置付け。

(4) 学校規模の適正化

活力ある学校作りの推進。コミュニティの核としての学校の性格や地理的要因・地域事情等への配慮。

(5) チーム学校の実現

学校の教育力・組織力の向上。様々な専門スタッフによる役割分担。

(6) 教育課程の改善

学ぶことと社会とのつながりを意識。「どのように学ぶか」という学びの質や深まりの重視。学びの

成果として「どのような力が身に付いたか」という視点の重視。

(7) 教員の資質能力向上

キャリアステージに応じた能力の到達目標の明確化。到達目標に応じた養成と研修の見直し・充実。

(8) フリースクール等の体制整備

不登校の子どもたちの状況に応じた組織的・計画的な支援の実施。学習機会の確保。多様な環境の中

で学んでいけるバックアップ体制の整備。

これらの改革をみてみると、⑥は授業改革、それ以外は体制改革といえます。体制改革は枠組みの変更

であり、人の動きを変えるものです。一方、授業改革は授業観の変更であり、教師一人一人の指導方法を

変えるものです。

私は、小学校においては、これまでにも課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び、いわゆる「ア

クティブ・ラーニング」は展開されてきているものと確信しています。しかし、今一度、自校の教室で行

われている授業で、いや、教育活動全体を通して、主体的に取り組もうとする意欲、多様性を尊重する態

度、他者と協働するためのリーダーシップ・チームワーク・コミュニケーション能力、豊かな感性や優し

さ、思いやりなど、新しい時代に必要とされる資質・能力が本当に育成されているのかを確認してみませ

んか。そして、自校の現状に基づき、教育課程の編成・実施・評価・改善を校長のリーダーシップのもと

で進めませんか。校長として力を発揮できるやりがいのある時代に校長でいることを喜びとして。


